
ユースレロー東北大学大学院理学研究科理学：

■ 

1m 
ユ

⑪ 同 ■ 
Ｌ 

Iイィギヅ」僻18ＭWl狸にＩ

anterior． 
、

ａｒｏｒ 

ＡｎａＩｒｏｄ 

↓ 
｛ 

陸
一

一
－
Ｆ

兵
■
■
Ｐ
■
■

‐
。

Ｔ
厚
■
守
口
里 －１ 

三

一一Ｕ、
ご■

、
bPOraIrod 険1｢

nｕｃＩｅ 

／。
pro『 hＵ 

Bｏｄｙｒｏｄ 

灘rbr～歩

sodyrd〔i轍posterior 

ウニプルテウス幼生のセロトニン受容体細胞ネットワーク
セロトニン受容体は稜（nuc1eus）を除くＩＩＥ砲金(#iに分布し、尋'色の曲譲で濤11を印した幼生骨柏の表

面を足119にしてネットワーク篭造を作っている。体のiiiD5へは|江P擢(Analrod)、後方へは体I\（Body
rod)、怖のU11面では口桿（O団、｡）の上に広ﾒｊｒっている｡ｐ樟の宮iロケと麓方にはそれぞ則溪l典なったネッ

トワークの枝(aror,ｐね｢)がある。この写真の右上が体の前方（anterlor)、左｢Fが後方（POsterior）
を示している。挿入図はうRルテウス幼生を明１m野H7WIMi臆で写したもの｡右下の黒線I斜OIImを示す。
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